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１．参加学会の概要 

研究集会名：International Council for Traditional Music（ICTM）44th World Conference 

     （国際伝統音楽学会第 44 回世界大会） 

開催場所：リムリック大学（アイルランド） 

開催期間：平成 29 年 7 月 13 日～平成 29 年 7 月 19 日 

 

今回報告者が参加した学会である International Council for Traditional Music（ICTM）は、1947 年

に創立し今回で設立 70 周年となる世界最大の民族音楽学系学会のひとつであり、NGO としてユネ

スコの公式諮問機関にもなっている。ICTM の世界大会は 2 年に 1 回開催されており、今回は約 560

名の発表と 74 カ国から 650 名ほどの参加者を集めた。今回の学会では「ICTM70 年：過去・現在・

未来」「音楽とダンスにおける遺産と想像」「民族音楽学、民族舞踊学、デジタルヒューマニティ

ーズ」など 6 つのテーマが設けられ、民族音楽学のみならず民族舞踊学、図書館情報学やアーカイ

ブ研究など、非常に幅広いトピックの口頭発表が行われた。また ICTM はさまざまな研究関心ごと

の研究グループを設けており、数多くの研究グループのビジネスミーティングも行われた。さらに

学会期間中はホールや休憩エリアなどでアイルランド音楽を中心とするさまざまなパフォーマン

スが行われるなど、国際的な民族音楽学の学会にふさわしいオープンで活発な雰囲気のなか学会が

行われた。 

 

 

２．報告者の発表内容と成果 

報告者はThe Context, Structure and Context of Performance in Japanese and Other Asian Musicsと題さ

れたパネルにて「The Melody as a Mold: A Comparative Study of the Melody-Word Relationships in Three 

Kinds of Asian Reciprocal Songs（型としての旋律：3 種類のアジアの掛け合い歌における旋律－歌詞

関係についての比較研究）」と題して口頭発表を行った。 

掛け合い歌は複数の歌い手が決まった旋律に即興で歌詞を付けて会話のように歌を交わす歌の

形式である。従来音楽の即興技法についてはネトルらが、多くの音楽において即興が演奏上の「構

成要素 building block」の組み合わせに基づいていることを指摘してきた。また歌の歌詞についても

口頭構成法研究において数多くの口承文芸において定型表現が使われていることが指摘されてい

る。両者が交叉する、韻律詩による歌における即興性についての研究は多くないが、数少ない事例

においても、即興が歌詞と旋律が一体となった構成要素の組み合わせに基づくことが指摘されてい

る。今回の発表は、これまで報告者が研究してきた事例から、歌の即興では必ずしも構成要素に基

づく構成法が取られるわけではないことを明らかにすることを目的としている。第一の事例とした

中国貴州省のプイ歌は明らかに構成要素に基づいているが、第二の同じく貴州省で歌われる漢歌に

おいては、旋律と襯詞が厳密な音数律に従った歌詞を入れる「型 mold」になっており、さらに第

三の事例として挙げた秋田県の掛唄では旋律が必ずしも音数律に従っていない歌詞でも受容する



 

 

「枠 frame」として機能していることを示した。発表に際しては動画と五線譜に書き起こした事例

を示し、聴衆がわかりやすく納得できるよう心がけた。 

質疑などではノルウェーの似たような歌の韻律を研究している方から、こうした研究は少ないた

め報告者の発表が聞けて非常に嬉しかったとわざわざコメントいただくなど、非常に好意的な反応

をいただいた。また歌い手がどのように歌を習得するのかということや、歌の伝承に関することな

ど、時間の都合で省略した社会的背景に関する質問もいくつかいただいた。基本的にはどれもこれ

まで報告者が日本語で発表してきた内容に関するものであったが、本発表内容を英語論文にしてい

く上で貴重な示唆をいただいた。 

 

 

３．研究発表以外の成果 

 本学会では歌の旋律分析や音性 tonality に関する発表など、今回の発表内容に関連する非常にさ

まざまな事例についての発表を聞くことができ、ノルウェーやエストニアといった北欧の民謡研究

者やラオスのカム族の民謡についての著書があり以前から報告者が関心のあった研究者、さらには

Timothy Rice など民族音楽学の理論研究を牽引する研究者など、さまざまな研究者との国際的ネッ

トワークを築くことができた。報告者はラオスの掛け合い歌についても調査をしており、今後ラオ

スの研究を進める上で ICTM の研究グループのひとつである「Performing Arts of Southeast Asea 

(PASEA)」に参加することが叶ったことも大きな収穫であった。また本発表がパネルのチェアを含

め非常に好意的に受けとっていただいたことは、今後報告者が英語で論文を執筆していく上で大変

励みになった。 
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